
-1一
重量発行愛媛県喜多郡長浜町役場管(2)1111番編集…文書広報課⑧昭和51年11月20日発行236号印刷堀井印刷所

担虫@c争ぜ思密告患誌甑潟自r;y



二
、
三
年
前
の
こ
と
、
私
は
お
じ
い
さ
ん
が
寝
た

き
り
の
老
人
夫
婦
の
家
庭
へ
助
け
合
い
募
金
を
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。
す
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
が
「
私
た

ち
よ
り
ま
だ
ま
だ
困
っ
て
お
ら
れ
る
人
も
あ
り
ま
し

ょ
う
に
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て

ほ
ん
と
う
に
喜
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
母
子
家

庭
な
ど
に
も
働
き
手
を
失
い
、
子
ど
も
を
連
れ
て

意で枚れ庭庭り保の す喜
がす、る、、ま護少こ。ん
喜。もなま母せをなの で
ばわちどた子ん受い運 お
れずの、、家。け方動 ら
てか一気長庭独て々で れつん協いの ば
いでうの期、居おの寄 るてか力のたせ「十
まもす毒療身老らたせ 方ほ。し心めめ助二
すよでな養体人れめら がん歳ょをにでけ月
。いも方での、るにれ たと末う寄、年合い
、とた入司自老家でた くう助でせ温ーいえ
皆助ち院い人庭あ募 さにけは合か回運ば
企けへし+だにつ金 ん感合あうい、動師
己合新て刀けででは あ謝いり運劫恵」走
んいしおののは生収 りしにま動けま
のをいら家家あ活入 ま、ょせに合れ 師
J享す下 な走
意る着 t; _1-- J~ J.oo 1 _ g ，..，... P C 
、わの恵されない人に 方む
善け一 円』々え

明るいお正月を
のの活す まー
一助はがおせ生
枚けと、金ん懸
で合う物さ。命
もいて価え に
買募いが出 生
う金で高せ 活
7こがきくば し
め、ま子なて
の子せどん お
いどんもで ら
くも。がも れ
らにそ i荷い る
か正ん足く 方
で月なすら は
ものとるで 少
の新きよも な
足し、うあ く
しい少なり あ
に服し生ま り

観者

畳壇
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井内キヨカ

(65歳)

長j兵。主婦

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
長
い
期
間
療
養
を
し
て
お
ら
れ
る
方
、

病
院
生
活
で
潤
い
の
な
い
寂
し
い
病
人
に
わ
ず
か

で
も
よ
い
、
年
一
回
で
も
お
見
舞
い
を
し
て
皆
さ

ん
と
の
心
を
つ
な
ぎ
、
喜
ん
で
頂
く
乙
と
は
、
乙

ち
ら
が
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
方
た
ち
の
た
め
に
と
年
一
回
の
助

け
合
い
募
金
に
参
っ
て
も
、
百
円
や
二
百
円
に
も

足
り
な
い
お
金
で
す
の
に
、
安
気
な
暮
し
の
お
家

だ
の
に
、
「
こ
ち
ら
が
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
く
ら
い
だ
」
と
言
っ
て
、
い
や
い
や
出
し
て
く

だ
さ
る
お
家
も
あ
る
と
か
。
そ
の
反
面
「
ほ
ん
と

う
し
に
ご
苦
労
さ
ま
で
す
ね
、
お
世
話
さ
ま
で
す
」

と
気
持
よ
く
出
さ
れ
る
方
も
た
く
き
ん
あ
り
、
募

金
に
回
わ
る
人
た
ち
は
、
自
分
に
も
ら
う
の
で
も

な
い
の
に
、
う
れ
し
く
て
そ
の
お
家
の
方
と
つ
い

つ
い
話
し
込
ん
で
し
ま
う
と
か
。

働
い
て
も
働
い
て
も
恵
ま
れ
な
い
気
の
毒
な
人

た
ち
に
、
少
し
で
も
助
け
合
い
の
協
力
を
し
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

思JLゐ「由記風向風力計」が県教育長賞

長
浜
小
学
校
六
年
生
の
山
下
仁
、
松
本
正
の
両
君
の
作
品
「
自
記
風
向
風
力

計
」
日
写
真
H
H
が
第
三
十
五
回
県
児
童
生
徒
発
明
工
夫
展
で
、
み
ご
と
「
愛
媛

県
教
育
長
賞
」
に
入
賞
、
昨
年
の
蒲
生
君
ら
三
君
の
知
事
賞
に
次
い
で
こ
と
し

も
全
国
審
査
会
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

両
君
の
作
品
は
文
字
通
り
、
自
動
的
に
風
向
と
風
力
が
測
定
で
き
る
も
の

で
、
風
向
と
風
力
の
変
化
が
一
日
で
わ
か
る
よ
う
に
タ
イ
マ
ー
装
置
で
記
録

用
紙
が
動
く
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
下
君
は
「
そ
の
場
に
い
な
く

て
も
測
定
で
き
る
方
法
が
な
い
も
の
か
が
発
想
の
出
発
点
」
と
言
っ
て
お
り

両
君
は
理
科
専
科
担
任
@
味
村
真
祐
先
生
の
指
導
の
も
と
夏
休
み
も
返
上
し

て
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
、
松
本
君
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
っ
た
も

の
な
の
で
切
断
や
接
着
に
苦
労
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
同

校
で
は
今
回
は
約
一
二
十
点
を
出
品
、
県
下
の
小
中
学
校
か
ら
出

品
さ
れ
た
百
五
十
二
点
の
中
か
ら
県
教
育
長
賞
一
点
、
佳
作
三

点
、
努
力
賞
三
点
を
獲
得
し
ま
し
た
。

末
は
博
士
か
ム
ム
か
!
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
日
進
月

歩
の
世
の
中
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
ゆ
ま
ず
ア
イ
デ
ィ
ア
に
挑

戦
し
て
ほ
し
い
も
の
。

-・・県児童生徒発明工夫展・.. 

喜びの山下(左)松本君

何
万

4
千
思
百
円
集
る

日
号
台
風
被
災
者
義
援
金
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九
月
八
日
か
ら
九
月
十
三
日
に
か
け

て
居
座
っ
た
台
風
十
七
号
は
、
西
日
本

各
地
を
中
心
に
記
録
的
な
雨
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

乙
の
被
災
者
の
皆
さ
ん
に
愛
の
手
を

と
全
国
各
地
か
ら
義
援
金
口
問
が
寄
せ
ら

れ
被
災
者
を
勇
気
づ
け
た
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
私
た
ち
の
町
で
も
共
同
募
金

会
の
皆
さ
ん
の
お
世
話
で
義
援
金
を
受

付
け
十
月
十
六
日
で
し
め
切
っ
た
結

果
、
各
地
域
の
方
々
お
よ
び
団
体
な
ど

か
ら
後
記
の
通
り
四
十
七
万
四
千
五
百

三
十
二
円
集
り
県
の
共
同
募
金
会
や

N
H
K
を
通
じ
て
被
災
者
に
送
り
ま
し

た
。
町
か
ら
も
皆
様
の
ど
協
力
に
心
か

ら
感
謝
し
淳
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
、
こ
の
さ
い
ま
し
た
。

〔
地
域
別
個
人
義
援
金
額
〕
長
浜
H

十
三
万
四
千
九
百
五
十
七
円
。
青
島
日

四
千
円
。
沖
浦
日
二
万
六
千
五
百
円
。

今
坊
H
一
万
七
千
四
百
五
十
円
。
櫛
生

H

二
万
六
千
百
九
十
円
。
出
海
H
四
万

六
千
一
二
百
円
。
大
和
日
五
万
九
千
五
百

五
十
円
。
豊
茂
U

三
万
一
千
七
百
円
。

白
滝
H
H
八
万
五
十
円
。
〔
団
体
な
ど
か
J

の
義
援
金
額
〕
沖
浦
婦
人
会
日
一
万
六

百
円
。
老
人
ホ

l
ム
白
山
園
一
同
H

一

万
二
千
二
百
十
二
円
。
町
職
員
日
二
万

五
千
二
十
三
円
。

年
賀
状
は
ロ
月
郡
日
ま
で

小
包
は
布
日
ま
で
に

い
よ
い
よ
師
走
。
郵
便
局
は
最
高
に

忙
し
い
と
き
。

O
年
賀
状
は
ロ
月
初
日
ま
で
に

O
小
包
は
ロ
月
日
日
ま
で
に

O
郵
便
番
号
は
正
確
に
、
あ
て
名
は
正

し
く
番
地
ま
で

以
上
の
点
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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戸
籍
謄
@
抄
本
の
一
請
求
に
は
「
理
由
」
を

一

島

町

村

か

削

閲

覧

も

廃

止

こ
の
ほ
ど
戸
籍
法
な
ど
が
改
正
さ
れ
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
も

こ
の
十
二
月
一
日
か
ら
は
、
他
人
の
戸
し
偽
り
の
理
由
や
不
当
な
目
的
に
よ
る

籍
や
除
籍
の
謄
本
お
よ
び
抄
本
を
請
求
も
の
で
あ
る
場
合
は
請
求
に
応
じ
ら
れ

で
き
る
資
格
の
あ
る
方
が
他
人
の
同
謄
な
い
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
や
抄
本
を
請
求
す
る
と
き
は
、
「
請
ま
た
、
同
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
よ

求
の
事
由
」
、
つ
ま
り
何
の
目
的
に
使
う
に
戸
籍
の
閲
覧
は
受
け
付
け
な
い
こ

用
す
る
か
を
具
体
的
に
示
さ
な
け
れ
ば
と
に
な
り
ま
し
た
、
し
た
が
っ
て
、
戸

1種工事範囲誌が

給
水
装
置
の
新
設
、
増
設
、

改
造
、
修
理
な
ど
の
工
事
は
、

役
場
水
道
課
ま
た
は
町
指
定
の

水
道
工
事
庖
以
外
は
で
き
ま
せ

ん
。
指
定
工
額
翠
鍾
議
譲

事
庖
(
別
表
)
欝
門
銭
匡
窯
語

以
外
の
工
事
欝
察
欝
臨
機
警

は
無
届
け
工
事
と
な
り
、
町
の

給
水
条
例
に
よ
り
水
を
止
め
ら

れ
た
り
、
過
料
に
処
せ
ら
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ
で
、
町
で
は
こ
の
ほ

ど
上
水
道
工
事
の
指
定
に
関
す
る
規
定

の
一
部
を
改
正
し
一
種
工
事
庖
の
工
事

で
き
る
範
囲
を
拡
大
、
こ
れ
ま
で
は
パ

ッ
キ
ン
、
温
水
器
、
給
水
カ
ラ
ン
取
替

議
窺
購
麹
鎚
毅
滋
繍
讃
趨
え
工
事
だ
け

駒
管
=
臨
ん
一
総
轄
し
か
で
き
な

燃
機
感
鈴
穏
滋
機
錫
敵
嫁
瞳
か
っ
た
も
の

を
改
め
、
十
一
月
一
日
か
ら
は
「
給
排

水
器
具
の
販
売
に
伴
っ
て
設
備
す
る
部

分
の
給
水
工
事
」
は
す
べ
て
行
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

(別表)

-1給排水間売!c 喜多石油株式会社(長浜)鈴木ガス商会(長浜)
種伴い設備する部分 矢野ガス株式会社(長浜)

主E!iのる給底水工事ができ 池内石油庖(長浜)合名会社岸本荷庖(長浜)
白滝石油庄(白滝)
長浜町青果農協(長浜)

雇|本管分岐工事を除 上回鉄工所(長浜)
主長岡直一郎(長浜)

工 いてあらゆる給水 西田鉄工株式会社(晴海)
事庖 工事ができる庖 有限会社三共鉄工(晴海)

株式会社泉回総業(下須戒)

すべての水道工事
中川四郎(長浜)
好崎設備工業(沖浦)

種
ができる庖 好崎鉄工所(八多喜)

ヱ i中野水道居(沖浦)

事庖
ダイワ設備工業(下須戒)
有限会社住吉産業(長浜)
尾野鉄工所(出海)

|河内設備商会(下須戒)

指定水道工事庖一覧表

籍
を
見
た
い
場
合
は
、
謄
本
あ
る
い
は

抄
本
を
請
求
し
て
こ
れ
を
ど
覧
頂
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
改
正
の
理
由
は
、
い
ず
れ

も
戸
籍
の
不
当
な
利
用
に
よ
っ
て
皆
さ

ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
す
。

障
害
や
遺
児
年
金
の

?
一
i

通

算

制

度

が

ス

タ

ー

ト

ぬ

一

今

年

度

の

法

律

改

正

で

新

一J
一
設
さ
れ
実
施
時
期
が
待
た
れ

汁
一
て
い
ま
し
た
障
害
年
金
や
選

三
一
児
年
金
の
通
算
制
度
が
十
月

刊
一
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

わ

に

一

す

主
一
口
一
こ
の
制
度
は
従
来
、
厚
生

年
金
な
と
他
の
公
的
年
金
か

ら
国
民
年
金
へ
変
わ
っ
た
直

後
に
障
害
者
と
な
っ
た
り
、
父
ま
た
は

母
が
死
亡
し
て
遺
児
と
な
っ
た
方
に
は

受
給
資
格
期
間
が
満
た
せ
な
い
た
め

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
(
障

害
の
場
合
は
福
祉
年
金
を
支
給
し
て
い

た
)
が
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ

ば
、
拠
出
制
の
障
害
年
金
な
り
遺
児
年

金
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

支

給

要

件

一

①
前
に
加
入
し
て
い
た
公
的
年
金
制

度
の
期
間
を
合
め
て
加
入
期
間
が
一
年

以
上
あ
り
、
し
か
も
最
近
の
一
年
間
に

保
険
料
の
免
除
や
滞
納
が
な
い
と
き
H

障
害
年
金
を
支
給
。

⑨
前
に
加
入
し
て
い
た
公
的
年
金
制

度
の
期
間
を
含
め
て
加
入
期
間
が
一
年

以
上
あ
り
、
し
か
も
最
近
の
一
年
間
に

保
険
料
の
免
除
や
滞
納
が
な
い
父
ま
た

こ
の
ほ
か
、
一
戸
藷
や
除
籍
を
郵
便
で

請
求
す
る
場
合
の
手
数
料
の
納
入
は
、

必
ず
現
金
書
留
か
郵
便
局
の
定
額
小
為

替
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
郵
便
切
手
に
よ
る
納
入

は
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

は
母
が
死
亡
し
た
と
き
H
遺
児

年
金
を
支
給
。

該
当
さ
れ
る
方
は
早
自
に
役

場
年
金
係
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

人
権
に
関
す
る
悩
み
は

人
権
擁
護
委
員
に

E
 

E
R
 

O
借
地
、
借
家
、
土
地
、
金
銭
貸
倍
、

交
通
事
故
問
題

。
隣
り
近
所
の
も
め
ご
と

。
裁
判
を
起
し
た
い
が
、
費
用
の
調
達

花
お
因
り
の
と
き

。
そ
の
ほ
か
の
法
律
相
談

以
上
の
よ
う
な
乙
と
で
お
悩
み
の
こ

と
が
あ
る
場
合
は
、
長
浜
町
の
人
権
擁

護
委
員
で
あ
る
熊
野
熊
雄
さ
ん
(
長
浜

本
町
十
六
区
)
平
田
三
盛
さ
ん
(
出

海
)
土
居
孝
童
さ
ん
(
柴
)
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

火
災
通
報
は
ハ
ツ
キ
り
と

火
災
通
報
を
電
話
で
す
る
場
合
は

O
騒
音
、
悪
臭
な
ど
で
生
活
を
お
び
や

)
一
九
番
へ
次
の
こ
と
を
は
っ
き
り
言

か
さ
れ
て
い
る
と
き
、
不
当
な
差
別

っ
て
下
さ
し

を
受
け
た
と
き
、
そ
の
ほ
か
人
権
が
マ
場
所
マ
火
災
の
種
類
(
住
宅
か
山

侵
さ
れ
て
い
る
と
思
う
と
き
火
事
か
)
マ
火
災
の
状
況
マ
通
報
者
の

@
結
婚
、
離
婚
、
相
続
な
ど
の
家
庭
同
氏
名
・
電
話
正
常
号
。

一

が

ん

心

予

防

五

伝

グ

を

入

れ

、

熱

湯

を

注

い

で

飲

む

一

×

×

マ

長

、

ネ

ギ

の

白

い

と

こ

ろ

を

き

さ

一
カ
ゼ
の
季
節
。
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
の
み
ミ
ソ
と
カ
ツ
オ
ぶ
し
を
入
れ
、
熱

一
「
朝
は
お
ま
か
せ
ア
ン
コ

l
で
す
」
湯
を
注
い
で
飲
む

一
が
聴
取
者
か
ら
「
わ
が
家
の
カ
ゼ
た
マ
ニ
ン
ニ
ク
を
す
り
お
ろ
し
た
も

一
い
じ
法
」
を
募
集
し
た
結
。
蓄
の
と
、
長
、
不
ギ
を
き
ざ
ん
だ

一
果
、
各
家
庭
に
伝
わ
る
約
千
，
富
山
ー
も
の
に
ミ
ソ
を
入
れ
、
熱
湯

一
通
の

4
T
A
Tが
。

し

O

を
注
い
で
熱
い
う
ち
に
飲

一
寄
せ
ら
れ
た
と
か
。
そ
の
い

O

意
。
む
。
そ
の
際
、
容
器
は
温
め

一
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と

l

事
動
て
お
く
。
飲
ん
だ
ら
す
ぐ
寝

一

笠

盤

。

。

一
マ
水
あ
め
に
生
の
大
根
を

zda

一
薄
く
切
っ
て
入
れ
て
お
き
、
大
根
が
マ
キ
ン
カ
ン
の
実
を
砂
糖
で
煮
つ

一
し
な
び
で
き
た
ら
そ
の
汁
を
飲
む
め
る
。
こ
れ
を
ビ
ン
に
入
れ
て
保
存

一
マ
最
初
に
飲
む
お
茶
に
梅
干
を
入
し
て
お
き
、
甘
い
キ
ン
カ
ン
の
実
に

一

れ

毎

朝

欠

か

さ

ず

飲

む

熱

湯

を

注

い

で

飲

む

一
マ
大
根
お
ろ
し
に
少
し
ハ
チ
ミ
ツ

異
状
乾
燥
の
日
が
多
く
な
り
ま
す
グ
心
ひ
き
し
め
火
の
用
心
グ
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第

長
浜
町
議
会
第
三
回
定
例
会
が
十
月
二
十
五

日
か
ら
十
一
月
一
日
ま
で
の
会
期
で
長
浜
町
体

育
館
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案
、
教
育
委
員
お

よ
び
監
査
委
員
の
選
任
案
、
条
例
改
正
案
、
請

負
契
約
承
認
案
な
と
理
事
者
提
出
の
十
三
案
件

が
原
返
還
り
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
の
期
限
延
長
花
関
す
る
議
員
提

出
案
件
一
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
o

ま
た
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
一
二
人
の
議
員
が

合
わ
せ
て
六
件
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

判
官、σ室翠慈議選忌窪慰霊慈愛翠忍盤時芸誌怒怒号智弘

，LA 
口

議
害
復
旧
費
な
ど
補
記

一
般
会
計
に
は
今
回
三
千
百
四
十
二
万
七
千
円
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
お
も

な
使
い
み
ち
は
次
の
通
り
。
(
当
予
算
総
額
は
二
十
一
億
九
百
一
万
六
千
円
)

曹長径議室蚕罷 顕職購郡雲惑癖鞍怒哀蚕主主主

総
務
費
有
線
放
送
電
話
保
守
補
修

人
夫
貨
な
ど
有
線
放
送
抱
設
費
に
四

十
万
六
千
円
。
老
朽
化
し
た
役
場
庁
舎

の
修
繕
お
よ
び
町
管
理
建
物
の
補
修
費

な
ど
に
百
万
円
。
各
種
委
員
の
活
動
の

た
め
の
旅
費
お
よ
び
費
用
弁
償
費
に
百

三
十
万
円
。
衆
議
院
議
員
選
挙
の
投
票

管
理
者
な
ど
の
報
酬
額
改
正
に
伴
う
不

足
額
六
万
五
千
円
・
な
ど
。

実
生
費
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
用
ゴ

ミ
焼
却
炉
購
入
費
六
十
万
円
お
よ
び
台

風
十
七
号
に
よ
る
同
ホ
ー
ム
の
崩
土
取

り
除
き
工
事
費
。
母
親
ク
ラ
ブ
へ
の
補

助
金
二
十
万
円
。
白
滝
保
育
所
建
設
位

置
に
あ
る
国
鉄
通
信
線
路
移
転
工
事
委

託
料
四
十
五
万
円
ー
な
ど
。

衛
生
由
貿
予
防
接
種
医
師
の
報
酬
改

正
に
伴
う
不
足
額
。
台
風
十
七
号
災
害

に
伴
う
防
疫
剤
や
汲
取
料
八
万
円
。
ゴ

ミ
焼
却
場
の
炉
お
よ
び
灰
出
口
の
修
繕

工
事
請
負
費
ー
な
ど
。

農
林
水
産
業
費
水
回
裏
飼
料
作
物

議
謂国
一
ppn

産翠翠翠露翠窪翠逐霊室翠窓窓護霊墨

生
産
振
興
補
助
金
二
十
七
万
五
千
五
百

円
。
蚕
一
業
振
興
補
助
金
十
三
万
円
。
飼

料
作
物
生
産
費
補
助
金
三
十
五
万
七
千

円
。
台
風
十
七
号
に
よ
り
被
害
の
あ
っ

た
カ
ケ
ミ
ズ
農
道
(
櫛
生
)
ほ
か
七
か

所
の
修
復
工
事
請
負
費
。
第
二
次
農
業

構
造
改
善
事
業
に
お
け
る
基
盤
整
備
事

業
補
助
金
五
十
九
万
四
千
円
G

林
業
構

造
改
善
事
業
に
伴
う
出
石
寺
線
必
加
工

事
請
負
費
。
し
い
た
け
ホ
ダ
場
環
境
整

備
補
助
金
九
万
円
(
三
か
所
分
)
ー
な

ど。
土
木
義
台
風
十
七
号
に
よ
り
被
害

の
あ
っ
た
町
道
都
机
線
(
柴
)
ほ
か
六

か
所
の
道
路
橋
梁

(
l
り
ょ
う
)
の
工

事
請
負
費
。
県
営
工
事
負
担
金
二
百
十

九
万
三
千
円
。
小
浦
団
地
の
公
営
住
宅

一
j
五
械
の
リ
シ
ン
吹
付
け
お
よ
び
同

六
J
七
棟
の
防
水
補
修
工
事
請
負
費
ー

な
ど
。消
防
費
台
風
十
七
号
災
害
、
喜
多

郡
地
区
で
の
火
災
、
沖
浦
で
の
水
難
事

大
小
泉
一
向
氏
を

教
育
委
員
に
再
選

長
浜
町
教
育
委
員
e

大
田
亀
三
郎
氏

と
小
泉
茂
氏
が
十
月
二
十
四
日
で
同
識

を
任
期
満
了
と
な
っ
た
の
に
伴
い
、
町

長
は
後
任
一
一
委
員
に
両
氏
を
再
選
任
、
議

会
の
同
意
を
求
め
た
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
通
り
同
意
さ
れ
両
氏
が
後
任
に

決
ま
り
ま
し
た
。

台風n号で尚I道部梅線に崩れ落ちた!l3rdの土
この修復費も補正され修復された

酌
皿
太
向
山
元
市
立
口
貝
に

大
田
武
豊
氏長

浜
町

の
監
査
委

員
@
紙
本

徳
之
助
氏

が
十
月
二
十
四
日
で
同
職
を
任
期
満
了

と
な
っ
た
の
に
伴
ぃ
、
町
長
は
後
任
委

員
に
大
田
武
豊
氏
(
六
六
e

長
浜
)
を

選
任
、
議
会
の
同
怠
を
求
め
た
結
果
、

賛
成
多
数
で
原
案
通
り
同
意
さ
れ
問
氏

が
後
任
に
決
ま
り
ま
し
た
。

大田氏

授
票
管
理
者
等
の

報

酬

を

引

上

げ

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
例
の

故
な
ど
に
対
す
る
消
防
団
員
な
ど
の
出

動
警
戒
手
当
コ
一
百
万
円
。
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
四
台
購
入
費
十
一
万
八
千
円
。
櫛

生
地
区
の
消
火
栓
用
ホ

l
ス
・
管
そ
う

設
置
助
成
費
六
十
六
万
円
ー
な
ど
。

教
育
費
学
校
医
報
酬
の
改
正
に
よ

る
不
足
額
。
長
浜
小
学
校
ガ
ラ
ス
窓
取

替
え
工
事
請
負
費
ー
な
ど
。

災
害
復
旧
費
こ
と
し
一
月
に
風
浪

で
被
害
の
あ
っ
た
出
海
漁
港
の
災
害
復

旧
費
ー
な
ど
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
療
養
給
付
費
お
よ
び

療
養
費
の
町
負
担
金
二
百
九
十
三
万
八

千
円
。
同
一
病
院
や
診
療
所
に
支
払
~
つ

一
人
一
か
月
分
の
自
己
負
担
医
療
費
が

一
部
を
改
正
し
、
投
票
管
理
者
な
ど
の

報
酬
額
を
こ
と
し
十
一
月
一
日
か
ら
千

二
百
円
J
千
円
引
上
げ
、
投
票
管
理

者
、
開
票
管
理
者
、
選
挙
長
は
い
ず
れ

も
四
千
六
百
円
に
、
投
票
立
会
人
、
開

票
立
会
人
、
選
挙
立
会
人
は
い
ず
れ
も

二
一
エ
七
百
円
に
改
め
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

青
島
航
路
事
誌
を

青
島
海
道
有
限
会
社
に
譲
与

青
島
丸
を
就
航
さ
せ
て
い
る
青
島
?

長
浜
問
一
般
旅
客
定
期
航
路
事
業
は
、

昭
和
三
十
八
年
に
漁
業
協
同
組
合
か
ら

長
浜
町
が
譲
り
受
け
て
経
包
し
て
い
ま

し
た
が
、
専
業
化
に
よ
る
運
営
の
健
全

化
と
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
後

日
こ
の
事
業
は
青
島
海
運
有
限
会
社

(
こ
の
九
月
三
十
日
に
設
立
登
記
)

に
議
与
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
譲
与
価
格
は
無
償
、
一
議
与

時
期
は
国
か
ら
認
可
が
あ
り
し
だ
い
同

社
と
協
議
の
上
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
(
五
十
二
年
四
月
一
目
見
込

み
)
。ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
青
島
航
路
運

航
に
関
す
る
町
の
条
例
を
五
十
二
年
三

月
三
十
一
日
に
廃
止
す
る
こ
と
も
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

一
定
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ

の
一
定
額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
町
が

負
担
す
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
高
額
療

養
費
の
町
負
担
金
千
七
百
万
円
ー
な
ど

総
額
二
千
八
万
八
千
円
。
乙
れ
に
よ
り

当
予
算
総
額
は
四
億
千
九
十
万
九
千

円。
簡
易
水
道
特
別
会
計
水
道
管
理
費

三
一
十
万
円
。
乙
れ
に
よ
り
当
会
計
予
算

総
額
は
一
億
四
百
万
五
千
円
。

住
宅
改
修
資
金
貸
付
特
別
会
計
貸

付
金
百
七
十
九
万
二
千
円
。
こ
れ
に
よ

り
当
会
計
予
算
総
額
は
千
五
百
三
十
九

万
三
千
円
。

都
梅
線
舗
装
工
事
な
ど

の
請
負
契
約
を
承
認

昭
和
五
十
一
年
度
の
喜
多
瀧
漁
港
改

修
工
事
を
二
千
五
百
万
円
で
長
浜
の
有

限
会
社
。
長
浜
建
設
と
、
町
道
東
線
新

設
工
事
(
櫛
生
)
を
千
四
百
五
十
万
円

で
櫛
生
の
片
山
建
設
と
、
町
道
都
梅
線

舗
装
工
事
(
柴
)
を
千
百
五
十
万
円
で

白
滝
の
株
式
会
社
。
一
宮
工
務
屈
と
、

上
成
地
区
道
路
新
設
工
事
を
千
百
九
十

万
円
で
櫛
生
の
株
式
会
社
e

清
水
建
設

と
、
そ
れ
ぞ
れ
請
負
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
二
件
を
採
択

四
十
区
長
@
立
肌
宇
之
助
、
四
十
一

区
長
・
伊
藤
仙
三
郎
、
四
十
二
区
長
@

山
本
仁
左
衛
門
、
四
十
三
区
長
‘
金
井

開
丸
、
漁
協
代
表
e

亀
井
幸
さ
ん
ら
五

人
の
青
島
地
区
代
表
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
有
線
放
送
屋
外
放
送
施
設
の
設

置
に
関
す
る
陳
情
」
と
長
浜
町
森
林
組

合
椎
茸
(
し
い
た
け
)
専
門
委
員
会
委

員
長
増
田
成
虎
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
て

い
た
「
惟
茸
怜
場
(
ほ
た
|
)
環
境
整

備
事
業
お
よ
び
椎
茸
生
産
施
設
設
置
事

業
助
成
に
関
す
る
陳
情
」
は
、
い
ず
れ

も
採
択
さ
れ
、
要
旨
に
そ
う
よ
う
理
事

者
に
善
処
を
求
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た。



今
回
は
頼
、
水
一
夫
、
新
盛
己
、
西
宮

正
幸
の
各
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た

港

湾

整

備

計

画

促

進

せ

よ

一
明
示
議
員
・
:
長
浜
町
の
活
必
豆
町
計

山
を
田
川
送
己
れ
た
い
。
害
7
M品
目
ハ
一
第
九
斗

次
渋
川
一
U
E
備
五
か
年
計
所
の
/
(
「
年
度
分

と
し
て
十
億
円
く
ら
い
心
計
図
書
を
提

出
す
る
必
要
が
あ
る
と
患
う
が
ど
う

か
。
関
西
汽
船
な
ど
が
直
接
寄
港
で
き

る
よ
う
な
港

K
つ
く
り
上
げ
て
ゆ
く
見

通
し
は
?

一一川引川町
J

一
一
同
・
:
長
浜
港
の
ど
川
汁
一
白
川
回

目
良
工
業
凶
発
に
伴
う
理
-
じ
宝
引
杭
州
泌

を
合
わ
せ
も
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
運

輸
省
の
五
か
年
計
問
は
、
あ
く
ま
で
も

実
施
計
画
を
前
提
と
し
た
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

市
旭
川
淵
と
の
計
画
に
よ
ろ
京
一
九
者
一
ワ
ん
ノ

は
ご
山
六
千
万
円
、
た
が
、
人
工
代
、
山
記

工
諸
問
山
花
fU
具
体
化
、
何
時
江

7
h一ハU
i
川尻

牝
一
山
お
恥
量
の
変
化
な
ど
に
一
応
仁
一
し
変

更
さ
れ
る
わ
け
で
、
事
業
費
の
増
額
修

正
も
そ
う
い
っ
た
点
で
あ
り
得
る
。

現
実
と
か
け
離
れ
た
計
画
に
対
し
て

一
時
に
せ
一
河
川
想
に
基
づ
く
計
同
に
ら
っ
て

り
く
こ
と
以
困
難
性
が
あ
必
の
で
。
玩

段
階
で
は
当
面
の
足
固
め
ε

よ
し
て
ゆ
い
J

己

?
に
い
。
記
し
、
方
向
と
し
て
は
一
川
海

遂竺五平玄三翠蜜遜蜜語圏趨漉廼露慈遜E二二之さ竺二盗塁塁問区醐議会一

口

般

質

口

工
業
開
発
詩
想
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
江
り
な
い
の
で
、
そ
の
心
川

で
県
へ
も
要
望
し
て
い
る
。

関
西
汽
船
や
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
フ
ェ
リ

ー
な
と
が
直
接
寄
港
す
る
港
に
し
て
ゆ

く
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
が
、
見
通

し
が
立
つ
よ
う
チ
力
を
払
い
た
い
o

旧
長
一
点
大
市

県
管
理
で
存
続
を

頼
永
議
員
:
旧
長
浜
大
橋
を
県
道
橋

と
し
て
存
続
さ
せ
る
た
め
に
県
当
局
と

ど
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
し
て
い
る

か
、
ま
た
ー
は
心
芯
え
は
ど
う
な
ヮ
て

い
る
か
c

菊
地
町
長
・
・
拍
子
山
判
ー
か
ら
判
断
し
て

あ
く
ま
で
も
県
沼
市
と
し
て
存
続
す
る

よ
う
、
昭
和
四
十
九
年
以
来
、
町
議
会
や

町
内
関
係
団
体
の
代
表
者
の
方
々
と
共

々
に
、
県
当
局
へ
強
く
日
を
主
ね
て
要

望
し
て
い
る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と

黒
当
局
も
真
剣
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

五
十
二
年
度
に
ほ
こ
の
加
の
維
持
補
修

を
行
っ
て
ゆ
く
計
回
が
考
応
さ
れ
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
の
改
修
に
つ
い
て
ほ
、

あ
く
ま
で
も
県
道
橋
と
し
て
存
続
す
る

前
提
と
し
て
の
も
の
と
解
択
し
て
い
る

が
確
約
を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

の
で
、
確
約
を
取
り
付
け
る
べ
く
努
力

し
て
ゆ
き
た
い
。

県

葺

会

知

事

答

弁

の

確

認

に

つ

い

て

新
設
一
員
:
・
九
月
愛
媛
見
議
会
で
の
長

浜
町
臨
一
川
ト
L
k
h
h

恒
三
に
関
す
る
武
内
説

員
の
質
問
に
バ
り
一
ヲ
る
県
知
事
の
答
弁
に

つ
い
て
況
時
点
に
お
け
る
確
認
を
し
た

h

o

 ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
に
気
象
協
会

が
行
っ
た
気
象
調
査
の
'
ね
果
だ
け
が
発

表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
な
ぜ
ρー
だ
に
発

表
し
な
N
の
か
。

菊

地

町

長

川

HVの
発
言
は
、
あ
く

ま
で
も
乏
媛
県
知
事
と
し
て
の
答
?
J守

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
例
え
長
浜
開

発
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
当
持
(
過
去
)

の
こ
と
を
町
長
の
私
に
確
認

を
求
め
ら
れ
る
の
は
筋
違
い

だ
と
思
う
。
が
、
次
の
点
お

答
え
し
て
お
き
た
い
。

H
現
在
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ

ー
ト
副
山
は
持
っ
て
い
な

い
。
当
け
一
J

は
高
度
経
済
成
長

の
時
代
で
あ
り
、
各
産
業
界

の
動
き
も
非
常
に
活
発
で
あ

っ
た
ζ

と
か
ら
県
や
町
に
対

し
石
油
屯
業
だ
け
で
だ
く
各

業
界
い
ら
の
引
合
い
は
多
在

多
様
た
っ
た
よ
う
だ
!
な
と

-5-

浜
田
長
う
な
よ
官
官
るニ9

て
続
る

め
存
い

極
て
て

b
し
れ

よ
と
さ

還橋前一一一一

父
話
器
官

の
包
山
て

者
。
む

費
橋
孟

消
大
を

一
地
去
の
こ
と
を
最
近
間
い
乙
と
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
正
規
な
立
地

計
自
に
上
が
る
ま
で
に
は
県
対
町
の
関

係
に
も
話
題
や
考
え
方
の
中
ヒ
若
干
の

相
違
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

汚
え
ら
れ
る
。

同
今
後
の
開
発
一
手
持
に
つ
い
て
は
知

事
の
答
弁
通
り
で
あ
り
、

1
J
然
、
公
害

の
な
H
環
境
保
全
を
十
分
に
検
討
し
た

上
で
造
船
、
造
機
と
い
っ
た
部
門
を
中

心
円
札
、
従
来
か
ら
の
構
想
通
り
推
進
し

て
ゆ
J

き
た
い
。

同
四
号
地
に
つ
い
て
は
県
と
町
の
ニ

ュ
ア
ン
ス
の
相
還
が
お
一
一
ω
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
そ
れ
は
、
四
号
地
を
工
場

用
地
と
し
て
考
え
が
な
い
か
ど
う
か
と

い
う
ζ

と
で
あ
り
、
町
民
の
広
場
で
あ

る
と
か
レ
ジ
ャ
ー
用
地
で
あ
る
と
か
、

い
ろ
ん
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
わ
け
で

そ
う
い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
で
あ

る
と
い
与
つ
ふ
う
に
だ
J

え
て
い
る
。

な
お
、
気
象
調
査
に
つ
い
て
は
昭
和

四
十
九
年
七
月
号
の
広
報
紙
に
掲
載
の

通
り
発
表
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ

ば
あ
く
ま
で
も
そ
の
こ
と
に
関
す
る
部

分
的
な
も
の
だ
け
で
な
く
、
全
体
的
な

も
の
で
あ
る
。

方青
針品
は海
?運
会有
tt阪
の
運
?ヨ.

新
議
員
a
K
円
鳥
海
運
有
限
会
社
の
運

営
方
汁
な
ど
の
見
通
し
を
説
明
さ
九
た

菊
池
町
長
・
①
会
社
運
営

ω
主
本
と

な
る
定
打
一
三
規
定
の
検
討
を
進
め
て
い

る
②
九
月
三
十
日
に
(
会
社
の
〉
登
記

を
完
了
③
社
員
は
亀
井
、
伊
藤
、
立
脇

さ
ん
の
三
人
と
町
、
私
(
菊
地
)
の
計

五
人
④
役
員
は
私
(
菊
地
)
が
代
表
取

締
役
、
専
務
取
締
役
に
池
川
笠
氏
、
恥

市
役
に
二
百
義
徳
、
増
凹

tF法
、
亀
井

J

の
各
氏
、
監
査
役
に
聞
い
凶
博
、
付
属

仙
三
郎
氏
⑤
事
務
職
員
な
ど

K
勺
い
て

は
、
今
後
、
町
と
会
社
で
協
議
検
討
の
上

最
善
の
方
任
を
講
じ
て
ゆ
き
た
い
⑥

欠
損
金
の
問
題
に
つ
い
て
は
県
、
国
の

補
助
交
を
全
額
町
が
勘
伐
し
て
将
米

ω

航
町
一
A
1持
栓
営
に
支
障
の
な
い
v

h

〕
対

処
し
て
ゆ
き
獄
需
一
W

戸
一
瞬

た
い
わ
泊
料
骨
川
3

絞
り
品
小
一
…
欄

?

1

:

?

j
〉

は
支
払
っ
て

J

k

議
務
議
ご
し
十
三

ゆ

く

考

え

だ

一

J
r

一
ぺ
鱗
ぷ

③

給

与

の

支

士

一

ヘ

ヰ

平

山

ふ
Y

川

払

方

法

や

身

ベ

ー

欝

ぷ

一

¥
、
こ
っ
、
f

J

J

L

z

日
記
J
F
V
J

吋
/

J

ー

機

:

1

1

一
μ
日
一
街
丸
山
一
「
一
品

は
、
ま
だ
は
な
伝
子
:
三
必
ず
戸
現
数

一U
戸

べ

r
l

て

T
J
A

っ

き

り

煮

詰

ず

レ

港

吹

い

川

め
て
い
な
い
一
~
(
Y
J
G
E
W
作
、
私
語
2
日6

h

総
統
府
軒
い

⑨
会
社
運
営
戸
…
務
長
一
一
総
額
認

に

つ

い

て

は

心

一

J

J
綴
繋

地

元

の

方

々

じ

γ

日

以

線

機

欝

ヂ

の
窓
見
を
十
分
間
い
て
煮
詰
め
て
ゆ
き

た
い
(
ゆ
一
身
分
な
ど
に
つ
い
て
は
規
約
、

持
軒
、
そ

ω他
の
煮
詰
め
を
行
う
過
程

で
完
全
な
も
の
に
し
て
ゆ
く
。

長
小
プ

l
ル
。
校
舎

建
設
の
見
通
し
は
?

西
宮
議
員
・
・
・
長
浜
小
笠
伏
抱
設
柊
備

計
一
凶
の
一
中
で
、
プ
ー
ル
建
一
設
の
時
刻
、

校
舎
建
築
な
ど
の
見
通
し
を
河
い
た
い

一
調
法
町
長
:
・
校
舎
建
築
に
つ
い
て
は

用
地
買
収
の
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、
長

小
の
総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
十
分
研

究
す
る
よ
う
教
育
妥
員
会
に
指
示
し
て

い
る
。
当
直
は
ζ

の
十
一
早
認
を
基
に
し
て

専
門
川
一
ふ
あ
る
い
は
一
却
の
設
日
乞
加
え

て
一
市
北
的
な
調
査
や
プ
一
ブ
ン
ニ
ン
グ
を

行
い
、
長
小
教
育
青
年
の
パ
に
ム
さ
わ

し
い
青
写
真
を
作
成
す
る
よ
う
、
五
十

一
一
年
度
の
当
初
予
算
に
予
算
措
置
を
諮

じ
て
ゆ
き
た
い
。

プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
総
合
整
備
計

岡
山
一
中
で
ど
こ
に
位
ば
づ
け
ず
ハ
ア
か
を

考
え
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
な
い
わ
け

で
、
一
工
れ
に
よ
っ
で
ど
こ
か
ら
請
手
す

る
か
の
順
序
も
決
空
っ
て
く
る
。
早
く

造
る
よ
う
に
と
の
要
望
を
十
分
配
慮
し

て
取
り
組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

長
浜
3

九
州
浦
地
区
に

老
人
憩
い
の

傍聴席どはプー)(.，、校舎建設につい
ての質問答弁の模様を知るため大勢
め長小 PTA関係者の姿が見られ
7こ

百
日
間
議
は
よ
・
長

浜
田
町
内
に
老
人

憩
い
の
施
設
を
設

置
さ
れ
た
い
。
場

所

は

長

浜

側

に

二
か
所
、
押
同
側
に

一
か
一
明
担
広
が
望

古
小

h
い
て
い

ψ

。

菊
地
町
宮
市
ア
老

人
福
祉
施
設
に
つ

い
て
は
長
浜
町
の

振
興
J
画
基
本
構
想
心
中
に
ヘ
J

ほ
り
込

ま
れ
て
あ
る
。
し
か
し
旧
長
任
地
区
に

お
い
て
は
、
沖
痛
を
λ

引
い
い
一
て
宅
地
、
建

物
、
之
、
の
他
に
非
常
に
慌
し
い
制
約
を

受
け
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
こ
と
を

踏
ま
え
て
十
分
に
考
慮
し
、
現
在
の
施

設
の
高
度
利
用
な
い
こ
を
合
わ
せ
て
検
討

し
て
、
順
次
計
画
的
に
解
決
ル
一
は
か
つ

て
ゆ
与
一
-
た
い
。



戸時 4

わ
れ
た
日
本
赤
十
字
社
金
色
及
び
銀
色
は
い
う
も
の
の
「
お
互
い
、
誰
に
、
い
富
久
媛
県
知
事
表
彰
〕
出
悔
の
藤
井

有
功
章
伝
達
式
の
席
上
、
日
本
赤
十
字
っ
と
ん
な
こ
と
で
お
世
話
に
な
ら
な
け
ミ
サ
ヲ
さ
ん
(
六
八

)
H
民
生
児
童
委

社
か
ら
表
彰
、
銀
色
有
功
章
(
献
血
三
れ
ば
な
ら
ん
か
知
れ
ん
か
ら

i
」
と
員
功
労
者
と
し
て
。
長
浜
町
史
毅
の
会

十
回
以
上
五
十
四
未
満
の
人
な
ど
に
贈
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
博
愛
の
精
神
、
助

H
社
会
福
祉
奉
仕
者
と
し
て
。

ら
れ
る
)
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

け
合
い
の
緒
神
が
心
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
〔
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表

森

川

さ

ん

は

昭

和

四

十

四

年

に

初

め

ら

れ

ま

す

。

彰

〕

尊

茂

の

宇

都

宮

古

幸

さ

ん

(

五

て
献
血
を
し
て
い
ら
い
、
こ
れ
ま
で
の

約
七
年
間
に
三
十
六
回
。
年
平
均
五
回

O
)
H
H
民
生
児
童
委
員
功
労
者
と
し

の

割

合

で

献

血

さ

れ

て

い

ま

す

。

て

。

長

浜

十

三

区

の

井

内

キ

ヨ

カ

さ

ん

森

川

さ

ん

と

い

え

ば

、

い

わ

ゆ

る

長

(

六

五

)

リ

社

会

福

祉

協

議

会

団

体

功

浜

の

グ

マ

ラ

ソ

ン

野

郎

ん

で

知

ら

れ

る

労

者

と

し

て

。

下

須

戒

の

渡

辺

ス

ミ

ヱ

ス

ポ

ー

ツ

マ

ン

。

「

や

さ

ん

(

六

六

)
H社
会
福
祉
事
業
協
助

は

り

健

康

で

あ

る

者

と

し

て

o

長
浜
四
十
七
区
の
松
本
作

こ

と

、

好

き

な

ス

ポ

次

郎

さ

ん

(

六

八

)
H共
同
募
金
運
動

l

ツ

で

体

を

鍛

え

て

功

労

者

と

し

て

。

長

浜

町

連

合

婦

人

会

い

る

か

ら

続

け

ら

れ

リ

共

同

募

金

運

動

協

力

団

体

と

し

て

。

る
ん
で
し
ょ
う
」
と

「
老
人
E

福
祉

広場惨

-
声
:
。
長
浜
町
は
他
の
日
本
各
地
の
市

町
村
の
老
人
福
祉
対
策
に
比
べ
て
立
ち

遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
他
市
町
村

の
実
際
を
模
範
と
し
て
具
体
的
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
長
浜
町
長
、
町
議
会
議

員
、
係
、
関
係
者
に
進
言
す
る
。

例
記
す
る
と
ー
ー

町
条
例
に
よ
る
老
人
福
祉
条
例
を
設

定
し
①
毎
年
、
盆
、
暮
れ
の
二
回
、
も

ち
代
、
小
遣
い
銭
と
し
て
金
五
千
円
を

支
給
す
る
こ
と
②
毎
月
十
五
日
に
一
回

各
浴
場
共
通
の
無
料
入
浴
券
ま
た
は
割

引
券
を
交
付
す
る
こ
と
③
七
月
十
日
か

ら
八
月
二
十
日
に
至
る
夏
の
期
間
、
長

浜
水
族
館
へ
の
無
料
入
場
'
券
ま
た
は
割

引
券
を
交
付
す
る
こ
と
④
春
、
秋
二
回

町
内
の
老
人
の
運
動
会
、
日
帰
り
の
遠

足
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
た
は
映

画
シ
ョ
ー
を
開
催
し
招
待
す
る
こ
と
⑤

九
月
十
五
日
の
老
人
の
日
に
は
各
老
人

に
対
し
記
念
品
を
進
呈
す
る
こ
と
。

な
お
、
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
祝
日

に
は
、
県
下
各
地
で
い
ろ
い
ろ
の
記
念

のと町政たなあ

白
滝
の
森
川
純
行

さ
ん
(
三
五
)
は
献

血
三
十
六
回
と
い
う

日
本
赤
十
字
社
業
務

に
対
す
る
功
労
で
、

さ
る
十
一
月
八
日
愛

媛
県
庁
知
事
室
で
行

ιぜ吋掛φ

章〕

乙
功
叫

ん
有
人

一
日
色
山

和
銀
〕

りししツたしも金高 んいはて面人比市礼 いで
老かてサ、て、の齢別。ま思いで福べ町とおまは
人ない|老い県支者え つる遅社て村も答す行
対くるジ人る下給年ば せてとれの老 lこ思え。わ
策、の)施の六 叫吋ーナ…即日一一竹内川村ぃ: れ
に特も補術は十 υぺふふる¥ムぷ主義;二 i まは な
っ lこ県助(コ二、機織機鱗織議議議長会すっ か

2日 tEZ髭機関機器宅市長自主
は老円、刊誌線灘重警護議議選察長申浜の、事が

74話相T婿欝諮農機騒 E上駐日2
ム寝市をう村ちどさい口議議議議議欝議はげ人憾長みれ
へた町制、 実機銭鱗議機欝議露議議機議拘他て A{こ浜また
ノレき村定 7 ま施総総議!与滋九畿鐙麟繁鐙談;ぷの失 思町しと

充
実
を
」色

に
銀
胸
ん

「
を
さ

:

I

 

R
-
-了
J

舗
章
森

血
功
た

献
有
し

パ

l
制
度
、
老
人
家
庭
相
談
員
制
度
な

ど
、
県
下
で
は
他
市
町
村
に
先
が
け
て

実
施
し
て
き
で
い
ま
す
。
た
だ
し
、
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
こ
と
で
満
足
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
な
く
、

さ
ら
に
福
祉
の
充
実
に
努
力
し
て
ゆ
く

考
え
で
す
。
次
に
、
例
記
に
対
し
て
お

答
え
し
ま
す
と

l
i

①
に
つ
い
て
は
、
敬
老
の
日
に
高
齢

者
年
金
条
例
に
基
づ
い
て
、
七
十
五
歳

以
上
の
方
に
四
千
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
が
、
乙
れ
の
増
額
に
つ
い
て
は
社
会

情
勢
や
財
源
な
ど
と
見
合
わ
せ
て
考
慮

し
て
ゆ
く
考
え
で
す
。

②
お
よ
び
⑥
に
つ
い
て
は
、
検
討
い

た
し
ま
す
。

④
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
、
今
年
は

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
県
の
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
主
催
で
関
川
し
ま
し
た
が

老
人
の
健
康
と
親
ぼ
く
を
図
る
目
的
で

米
年
か
ら
は
町
独
自
で
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
な
お
毎
年
九
月
十
五
日

の
敬
老
の
日
に
は
七
十
歳
以
上
の
敬
老

者
を
招
待
し
て
各
地
区
で
敬
老
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の
最
高
齢
者

や
米
寿
者
に
は
記
念
品
を
贈
り
、
寝
た

松本作次郎さん

ら5人，，2団体
~福祉功労で~

次
の
五
者
二
団
体

は
社
会
福
祉
に
功
労

が
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
十
月
二
十
七
日

松
山
市
民
会
館
で
開

か
れ
た
第
二
十
四
回

愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
の
席
上
、
表
彰
さ

れ
ま
し
た
(
表
彰
順
)

き
り
老
人
に
は
お
見
輝
口
川
を
届
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と
に
演
芸
会
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
も
、
種
々
の
老
人
福

祉
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
つ
も
り
で

す
が
、
広
岡
町
不
足
の
た
め
か
、
お
わ
か

り
い
た
だ
け
な
か
っ
た
も
の
と
、
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
ら
に
詳
し
く
は

住
民
課
へ
お
尋
ね
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

品

M
4
u
-

A

潜
入

ふ
A
打
開
uw

y
綿
一
約
ポ
も
ス広
V

ブ
か
ラ
内
ク
町
人
、
老
れ
は
わ
に
行
自
で
8
校
月
学
問
山
中
る
浜
加

さ
長
参

白
滝
の
児
玉
徳
五
郎
さ
ん

(
七
二
)
は
、
老
人
ク
ラ
ブ

育
成
指
導
に
功
労
が
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
十
一
月
一
口

松
山
市
民
会
館
で
開
か
れ
た

第
十
六
回
愛
媛
県
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
の
席
上
、
白
石
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

児玉纏玉虫sさん

長
浜
町
の
放
送
局

H
長
浜
町
有
線
放
送

(
N
Y
H
)
の
橋
本

真
弓
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

(
二
回
)
が
、
さ
る

十
月
十
九
日
松
山
市

の
愛
媛
県
建
設
会
館

で
行
わ
れ
た
「
愛
媛

県
有
線
放
送
ア
ナ
ウ

ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
」

で
み
ご
と
優
秀
賞

(
二
位
)
に
入
賞
し

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
県
下
の
有
放

ナ
ア
ナ
ワ
ン
サ

l
の

本
ア
ナ
ウ
ン
ス
技
術

橋
向
上
を
図
る
た
め

ゆ
毎
年
行
わ
れ
て
い

草
る
も
の
で
今
回
は

九
人
が
出
場
。
出

場
者
数
で
は
や
や
盛
り
上
が
り
に
欠
け

た
も
の
の
い
ず
れ
も
え
り
抜
き
と
も
い

え
る
ウ
グ
イ
ス
懐
。
原
稿
通
り
ア
ナ
ウ

ン
ス
す
る
朗
読
放
送
と
文
書
体
の
文
章

を
放
送
文
章
に
直
し
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
す

る
解
読
放
送
で
ノ
ド
前
が
競
わ
れ
、

N

H

K
、
南
海
放
送
、
テ
レ
ビ
愛
媛
の
各

現
役
の
プ
ロ
ア
ナ
ワ
ン
サ
ー
に
よ
る
審

査
の
結
果
、
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

橋
本
ア
ナ
は
四
十
七
年
、
四
十
八
年

に
も
同
賞
に
入
賞
し
て
お
り
三
度
目
。

「
こ
れ
も
町
民
の
皆
さ
ん
の
一
つ
一
つ

の
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
か
げ
で
す
。
さ
ら

に
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
聞
い
て
も
ら
え

橋本アナが優秀賞グ

県有放アナウンスコンクーノレ
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る
放
送
に
心
が
け
た
い
:
」
と
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
す
。
最
優
秀
は
潤
桑
農
協
。

N
Y
H
は
あ
な
た
の
放
送
局
。
今
後

黒J11木材工業KK

! : I ~社員ラジオ体操で 1111
一
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
操
す
る

一
社
員
の
皆
さ
ん

昭
和
四
十
五
年
ど
ろ
か
ら
毎
朝
始
業

前
に
社
員
の
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
仁
久
の
黒
川
木
材
工
業
株
式

会
社
が
こ
の
十
月
二
十
六
日
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
普
及
発
展
と
由
民
の
体
位
向
上

に
寄
与
し
た
功
労
に
よ
り
野
田
松
山
中

央
郵
便
局
長
、
宮
武
日
本
放
送
協
会
四

国
本
部
長
、
白
石
愛
媛
県
ラ
ジ
オ
体
操

連
時
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
社
で
は
社
員
の
健
康
管
理
と
気
持

を
ひ
き
し
め
能
率
の
向
上
を
図
る
た
め

社
員
約
七
十
人
が
そ
ろ
っ
て
毎
朝
七
時

五
十
分
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い

一
枚
、
)
抗
一
三
性
二

…
訪
日
副
本
訓
一
間
以
J
和
一

一
括
J

年

抄

9
り

9
4
り

一

白

山

一

川

@

当

謄

当

一

一

E
K
和

謄

日

票

一

日

一

一

定

臼

J

昭

籍

1

民

1

一

一ゴ戸川，，
l
、

戸

住

二

一

一阿国経一
と
も
ス
タ
ッ
フ
へ
の
ご
協
力
ご
指
導
を

お
願
い
し
ま
す
。

る
と
い
う
こ
と
で
「
か
ら
だ
が
ほ
ぐ
れ

事
故
防
止
に
も
効
果
あ
り
」
と
好
評
と

よ

μ
。あ
な
た
の
職
場
で
も
い
か
が
で
す

か

/

長
浜
二
十
八
区
の
矢
野

み
ど
り
さ
ん
合
=
一
)
は

こ
の
十
月
二
十
五
日
、
全

国
小
さ
な
親
切
運
動
本
部

か
ら
小
さ
な
親
切
実
行
賞

を
受
け
ま
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
、
町
内
に

用
事
が
あ
っ
て
尋
ね
て
き

醐
た
も
の
の
所
在
が
わ
か
ら

叩
ず
困
っ
て
い
た
今
治
の
女

子
中
学
生
の
人
に
手
を
さ

し
の
べ
、
電
話
し
て
挺
し

て
あ
げ
た
り
食
事
を
さ
せ
た
り
親
切
に

世
話
を
し
無
事
帰
宅
さ
せ
た
こ
と
で
感

謝
さ
れ
、

ζ

の
親
切
な
行
為
に
対
し
て

実
行
賞
が
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

い
つ
ま
で
も
そ
の
混
か
い
心
を
:
。

矢野みどりさん

次
の
長
浜
小
学
校
生
徒
は

「
第
三
十
五
回
県
児
童
生
徒

発
明
工
夫
震
」
で
入
賞
@
入

選
し
、
十
一
月
九
日
松
山
市

の
え
ひ
め
子
供
の
家
で
の
表

彰
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

己
内
は
作
品
名
。

〔
県
教
育
長
賞
〕
六
年
@

山
下
仁
、
松
本
正
「
自
記
風

向
風
力
計
」
〔
佳
作
〕
二
年
・

西
村
洋
子
「
楽
し
い
貯
金
箱
」
。
五

年
@
谷
川
光
「
な
わ
と
び
回
数
メ
ー
タ

ー
」
。
六
年
。
白
形
政
司
、
中
塚
健
一

「
全
自
動
ふ
卵
器
」
〔
努
力
賞
〕
五
年

谷
川
光
「
保
温
弁
当
入
れ
」
。
六
年
@

朝
日
昭
子
、
小
山
真
由
美
「
便
利
な
糸

通
し
器
」
。
六
年
@
友
石
美
紀
、
岸
本

真
粧
美
「
一
番
暖
か
い
チ
ョ
ッ
キ
」
。

中塚君ら4人が佳作
鹿児童生徒発明ヱ失展
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十
二
月
は
一
年
の
総
決
算

の
月
で
す
。
あ
ま
り
押
し
つ

ま
ら
な
い
う
ち
に
新
し
い
年

を
迎
え
る
準
備
を
:
・
。
大
雪

(
た
い
せ
つ
H
八
日
)
を
過

ぎ
る
と
、
急
に
冬
ら
し
い
寒

さ
が
や
っ
て
く
る
も
の
で

す。
寒
さ
は
日
一
日
と
き
び
し

く
な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
は

も
う
す
ぐ
や
っ
て
く
る
冬
休

み
、
そ
れ
に
ク
リ
ス
マ
ス
や

お
正
月
、
ご
主
人
は
年
末
で
い
そ
が
し

く
、
毎
晩
の
よ
う
に
帰
り
が
遅
い
:
・
と

な
る
と
、
家
事
一
切
を
背
負
わ
さ
れ
て

い
る
主
婦
に
と
っ
て
と
ん
な
気
ぜ
わ
し

い
と
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
日

が
短
か
く
、
予
定
し
た
仕
事
も
な
か
な

か
は
か
ど
ら
な
い
と
「
少
し
は
家
の
乙

と
も
考
え
て
:
」
と
子
ど
も
に
ま
で
当

り
ち
ら
し
た
く
な
る
も
の
で
す
。

そ
乙
で
、
そ
の
気
ぜ
わ
し
さ
に
ふ
り

回
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
家
庭
に

合
っ
た
家
事
計
画
を
お
立
て
に
な
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

そ
乙
で
、
乙
の
年
末
の
家
事
計
画
で

す
が
、
買
物
、
掃
除
、
せ
ん
た
く
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
上
@
中
@
下
旬
に
ふ
り

当
て
て
み
ま
す
。
上
旬
は
、
ま
だ
そ
れ

ほ
ど
混
雑
し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
忘
れ

や
す
い
小
物
や
正
月
用
品
物
は
ゆ
っ
く

り
選
べ
ま
す
。
気
の
つ
い
た
と
き
に
ぽ

つ
ぽ
つ
買
い
集
め
て
お
き
ま
す
。
ま
た

年末家事は計画的iこ
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を
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に
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J
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ミ

こ

v

つ

、

円
日
お
ゴ
、
よ

h

f

〉

に

う

る
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戸

川

カ
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一
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小

よ

す
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大
き
な
も
の
、
つ
ま
り
家
具
類
な
ど

ボ
ー
ナ
ス
が
出
た
ら
買
お
う
と
思
っ
て

い
た
よ
う
な
も
の
は
、
あ
ま
り
押
し
つ

ま
っ
て
か
ら
で
は
、
年
内
に
配
達
し
て

も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。円百(十絵 ?郎亀;討寄

託語冊目白E2i付

基
を
豊
茂
小
学
校
へ

i件口
婚

10月長在羽I役場届出分(敬有時)

嬬
姻
届
時
年
齢

(三

O
)

(
二
五
〉

(
二
四
)

(二一一一)

(
二
八
)

(一一一一一)

(
二
一
ニ
)

(
二
七
)

占、 i
dU I 

背霊l
届去ε

患部
議で

産生?っ
11 +月のトップIt

山下友和町栄枝さんのカ yプル

三
浦
直
震

重
松
篤
生

お
く
や
み
目

間
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

沖

浦

宮

本

道

太

郎

(

六

八

)

長

浜

久

保

田

カ

メ

コ

(

五

七

)

須

沢

浜

田

九

一

(

八

O)

下

須

戒

二

宮

熊

雄

(

八

O
〉

仁

久

岡

崎

栄

(

五

八

)

沖

浦

徳

田

喜

十

郎

〈

八

二

)

沖

浦

徳

田

治

幸

会

二

)

戒

川

山

本

夏

子

(

五

六

)

仁

久

竹

内

シ

カ

ヱ

(

六

六

)

長

浜

大

森

岩

子

会

一

六

)

櫛

生

山

下

カ

子

ヨ

(

八

O
)

今

坊

洲

尾

勝

(

八

一

二

)

長

浜

河

野

健

三

(

八

一

〉

、とうことFいぜ学ザ-1)"'"'"~~臥豊
茂
保
育
所
へ

O
長
浜
仏
教
団
・
・
・
火
葬
場
備
品
購
入
費

と
し
て
現
金
七
千
円
を
長
浜
町
火
葬

場
ヘ

。
豊
茂
の
佐
々
木
計
和
さ
ん
(
五
八
)

:
雨
量
計
(
銅
製
二
万
四
千
円
)
一

住
所

氏
名

続
柄

児
名

憲
太
郎

美

穂
み
ど
り

美

貴

光

一

美

幸孝
宏

美

豊

茂

下
須
戒

長
女
長
女

{申香

(
大
山
一
市

『

豊

茂

戸
十
四
条
市

「
黒
田

戸
松
山
市

『

長

浜

戸
東
京
都

山

下

友

和

松

本

栄

枝

西

山

利

秀

曽
我
美
智
子

沖

井

実

白
石
ミ
チ
子

渡

辺

信

平

山

口

陽

子

一

お

歳

暮

の

タ

バ

コ

も

一

グ
町
内
d

で

一

一
町
内
で
タ
バ
コ
を
買
っ
て
い
た
一

一
だ
い
た
お
か
げ
で
、
五
十
年
度
に
一

一
町
の
台
所
に
は
い
っ
た
タ
バ
コ
消

一
費
税
は
二
千
百
五
十
八
万
四
千
百

一
円
あ
り
ま
し
た
。

一
今
後
も
タ
バ
コ
は
町
内
で

i
。

一番昼の短い冬至の明くる日を

1月 1日のお正月にしたらよかり

そうなものだが、何かの行きがか

りでそうもいかなかったのだろう

か。そういえばキリストは 12月

2 5日!C生れたという明らかな記

録はないそうだが、クリス 7 スを

冬至あけの 25日にしたのは乙れ

から日が長くなっていくという希

望の時期に合せたのだろうという

説がある&物ごとは始めと終りが

大切だというが十二月はとにかく

年の終り、冬至がどちらへずれて

いようとすべてのけじめをつけよ

うという月。本人の習慣は大切に

したいものだ。思想も生活習慣も

外国化してしまうことは精神的な

日本民族の滅亡につながるおそれ

がある&だが乙の年の暮れとい

う代物、あらゆる物事に結着をつ

け、おまけに大売出しだお歳暮

だ、はてはクリスマスから忘年会

i乙煤払(すすー)いとなかなか普

通並みのエネルギーでは消化し切

れぬスケジュールが詰め込まれて

いる A もしもちょっとした気の

ゆるみから交通事故や盗難にあっ

たり、火災を起として寝る所もな

くなったりしたら「明けまして

お日出とう」ど乙ろではなくな

る。 i明けましてお日出とう」も

ひと月も前から郵便局に出してし

まって取り返しはちょいとむずか

しい乙とも考えに入れて、特!C念
iとは念を入れた用心でミゆく年を全

うしたいものだ。

住沖
浦

下
須
戒

沖

浦
長

浜

戒

川

長

浜
長

浜

櫛

生
所

保
護
者
氏
名

鎌

田

博

長

男

山

本

正

長

女

矢

野

博

文

長

女

飛

土

正

雄

長

女

丸

田

芳

雄

長

男

井

上

博

長

女

曽
我
部
利
雄
長
男

峯

脇

政

雄

長

女

美苗

編

集

後

記

こ
と
し
最
終
号
。
そ
れ
だ
け
に
活
気

あ
る
紙
面
を
と
思
い
つ
つ
も
、
や
は
り

地
味
な
紙
面
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
で

も
今
回
は
「
表
彰
」
記
事
が
と
り
わ
け

多
く
、
と
て
も
楽
し
く
編
集
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
と
し
も
一
年
、
本
紙
を
通

し
て
皆
さ
ん
と
の
語
り
合
い
が
で
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ

さ
ま
で
な
ん
と
か
十
二
か
月
分
の
お
た

よ
り
を
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
世
は
高
度
成
長
か
ら
安
定

成
長
時
代
に
移
り
変
わ
っ
た
だ
け
に
、

乙
と
し
も
か
つ
て
の
よ
う
な
ハ
デ
さ
は

被
面
の
上
に
も
現
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
感
じ
取
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
乙
の
時
代
は
お
そ
ら
く
長
い
歴
史

を
刻
む
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
地
味
な
が
ら
も
安
定
社
会
、
安

定
生
活
を
目
ざ
す
行
政
の
あ
り
方
を
し

っ
か
り
と
見
つ
め
な
が
ら
お
た
よ
り
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

少
々
早
い
よ
う
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ

い
お
年
を
・
:
。

人自世帯数

楽しく住みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

2人減
5人増 h
7人減/

4世帯増

人橋


